
〔し め く く り 〕

4日目の午後,研究会の反省 と今後の課題 について議論が行4-)れ た｡以下

紘,参加者か らの問題提起 とい った ものを,簡単に箇条書にした ものを示すO
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c random markoffproCeSS･の ergodic theory (寺本)

c l■ocalizaもionの問題

a random ユatticJ.eの Ha11係数

0､-次元の問題の徹底的解明

C COarSe graining

｡ electronの問題 → pbononへ拡張

(堰 ,渋谷)

(松原)

(校 門)

(松田)

(̀松田〕

(self- trap恒ng,Mottの suggest e上c.に竜点 をお いて)

o resonance mode-う localizlation

c eleoもron corTe,lation の問題

O 多次元と一次元の差異を明らかにする

C 熟的 に出来る rand.omness

ord,er- disord.er (合金 )

spin randomnessがある時の電気伝導

と所謂 random systemの問題 との関連

o low concenもraも土on (clusもer的 )に於る heavy と

light i.mpurityの duaユ七y

c small sytltemの固有値分布 と, looaliBationの

statedensityの関連

c end'畠ffectご pseudolocalization

o Rubbinの問題に於る localizaもionの役割

Q Greenian から見た localizaもion

e 実験 とのつなが りを考える

(例 混晶,不純物伝導1

0 不純物間の correlation ある random systemへの拡張

-Fab-

(朝 日)

(塚田〕

(渋谷)

(渋谷 1.)

(渋谷)

(柏村)

(戸 田〕

(戸田)

(長谷川)

.(米沢〕

(米沢)
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o discreもeな問題 ･→ conもinuoilSrando血neSs

ご

(llq､uid_metal)

potentialrangeとの関連で種々の盛の性格を調べるO

computer experlmen七の具体的な計画

orlもicalunbarmonユClty

電子 - 格子相互作 間

(不純物の近傍)

exciton-phonon

多体的問題

一/

一g66-

(米準)

･(張 )

(武野)

(武野)


